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お茶の原点をたずねて
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令和 6年度 総会

梅雨入りが間近となり雨のぱらつく6月 9日 (日 )、 令和 6年

度表千家愛知県青年部総会が名古屋国際会議場にて開催されまし

た。上田部長の「青年部発会 25周年に向かつて結束力を高めてい

きましよう」との挨拶にはしまり、同門会愛知県支部副支部長の

堀岡 整様より、 3月 に開催される記念茶会への励まし、新しい世

代への継承や茶道文化の普及における青年部活動への期待のお言

葉を頂戴しました。

その後、令和 5年度事業報告 。会計決算報告・監査報告に続

き、令和 6年度事業案 。予算菜が提案され、皆さまによる審議の

結果、いずれも承認されました。

令和 5年度  決 算報告

◆ 収入の部

◆ 支出の部

令和 6年度  行 事予定

令和 6年度  予算

◆ 収入の部

◆ 支出の部

撃

攀

科目 金額 (円 ) 摘要

前年度繰越金 1′519′311

会費 585′000 195名

事業収入 103′ 500 各事業収入 (参加賣等)

その他収入 12 受取利息等

合計 2′ 20フ′823

科目 金額 (円 ) 摘要

前年度繰越金 1′415,238

会費 738′000 会員215名、未納入分31名

事業収入 200′000 西尾製茶工場見学・小原和紙工房見学

その他収入 0

合計 2′ 353′238

科目 金客買 (円 ) 摘要

事業賣 439′786 総会、各事業費

E口刷通信費 302′228 青年部たより

その他経費 50′571 事務賢、会議費等

翌年度繰越金 1′415′ 238

合計 2′ 207′823

科目 金額 (円 ) 摘要

事業費 1′ 500′000 総会、各事業費、青年部25周年事業(予定)

E日刷通信費 330′000 青年部たより

その他経費 100′ 000 役員会議賣等

翌年度繰越金 423′238

合計 2′ 353′238

1.西尾製茶工場見学

2.総会・講演会

3.茶先供養

4.小原和紙 工房見学

5.ふれあい茶会 青年部席

6.青年部 25周年記念茶会

フ.青年部たより

西尾市 株式会社葵製茶

名古屋国際会議場

臨済宗 妙興報思禅寺

豊田市小原和紙のふるさと

名古屋美術倶楽部

犬山市 有楽苑・犬山成田山

令和 6年 5月 18日 (終了)

令和 6年 6月 9日 (終了)

令不日6年 10月 13日

令不□6年 12月 8日

令不日6年 12月 22日

令不ロフ年 3月 22、 23日

春 。秋頃発行予定

L

勲
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呈茶席 掛物 :而妙斎筆 和気致祥
花入 :南紀檜篭
花  :祗園守、縞葦
菓子 :大黒屋本店製「手まり花」

今回の呈茶席は、掛物に「和気致祥」、南

紀檜篭にlT氏園守と縞葦をしつらえました。穏

やかな気持ちが幸せをもたらすという意味の

とおり、コロナ禍を抜け、昨年度より行事が

再開できていることへのありがたさを感しな

がら、皆さまをお出迎えしました。

お菓子は昨年度に干菓子作 り体験でお世話

になつた大黒屋本店製の「手まり花」を用意

しました。紫陽花の別名でもあり、その涼や

かな見た目を楽しんでいただきました。

…

講演  「茶の湯 と香 」 香老舗 松栄 堂  畑 正高 先生

会場がお香のやわらかな香りにつつまれる中、畑先生にご講演いただきました。お

よそ 1000年前、光源氏が使つていたと考えられる香のレシピを再現されたそうです。

平安時代の香りに思いを馳せながら、日本の歴史における香文化の展開や茶の湯との

関わりを学ぶことができました。

茶 と 香

茶と香は、米と同じく南方より渡来した生活文化であり、日本で最も古い香の記述は「日本書記」(595年 )に残

っています。米と茶は国内で収穫できるようになったことから「日常茶飯事」となりました。一方で、香は国内で香

木を収穫することができず、その希少性から「)F日 常…」とされます。

その後、東山文化において、茶の湯と聞香は双生児のよう1こ寄合の文化として、互いに影響力を発しながら展

開していきます。茶の湯は利休により佗茶が大成され、草庵の小間が好まれます。聞香は、希少な天然呑木に

対する価値観から、香を焚く際に広間においてある程度の人数で時空を共有されました。

江戸時代、中国からお線香の技術が伝わると、庶民の間にもお線香の使用が浸透し、暮らし1こあった香りを楽

しむようになりました。

畑先生と青年部スタッフ

で記念撮ン (左 )

講演後、展示いただいた

香木を図んで (右 )
J



第 18回茶の湯文化にふれる市民講座 &ふれあい茶会   2024年 3月 10日

朝の冷え込みが残る 3月 10日 (国 )、 第 18回茶の湯文化にふれる市民講座 &ふれあい茶会が催されま

した。コロナ禍が落ち着き多くの方々にお越しいただき、名古屋美術倶楽部にて約 500名 のお客様をお迎

えしました。今年度は名古屋ウィメンズマラソンと同国の開催となつたため、女性にちなんだ取り合わせを

考えました。皆さまの爛漫の笑みがこばれる楽しい席になりました。

講師の永柴善五郎先生をお迎えした一席 (上 )
大黒屋本店製の菓子 銘「春 RUN漫 (はるらん
まん)」 (中央下)
膳所焼の珍しい色絵の水指など今回のしつらえ

にお客様との会話も弾み、和やかなひとときと

なりました (右上下)

士苺★ヤ韓静4キ ヤ苺★・苺★・4+■韓由苺キヤ苺ヤヤ苺齢苺器苺器苺齢苺士

茶の湯文化にふれる市民講座  『永玄梨家の仕事』
千家十職 永玄果 善五郎 先生

午後からは中電ホールにて、千家十職の永柴善五郎先生による講演を拝聴しました。永築家やア トリエの

雰囲気、東京にて行われた襲名展出品作など、たくさんの貴重な写真を交えて詳しくご説明いただき、襲名

に対する思いを話されました。

永柴家と聞いて思い浮かべるのは、茶席を華やかにする染付や交趾、金イl幻手、赤絵など優美な焼物などで

しよう。しかし、元来は武野紹鴎の指導を得た土風炉師であり、以後九代までは土風炉づくりに専念してい

ました。陶磁器を作り始めたのは十代了全が干家の後援を受けてからであり、明治期以降は土風炉を作つて

いないそうです。途絶えていた土風炉づくりを再興し、その技術を活かした道具を作つていく。「一番の目

標は土風炉を再興すること」という力強いお言葉に込められた襲名する重みや当代としての挑戦する姿勢に

心打たれる請演でした。

● 歴史を学ぼう 0

【土風炉】

風炉は素材によつて土風炉、唐銅風炉、鉄風炉、板風炉などに分けられる。

土風炉は陶器でできた風炉で、焼き締めたあと表面を研磨し、漆をほどこしたものである。

【西村家から永架家へ】

十代了全 :初期の作品には「風炉師了全」と箱書されていたが、晩年には風炉師の文字がなくなる。

十一代保全 :182フ 年に紀州藩藩主より「河濱支流」と「永架」の金印と銀印を拝領する。

十二代和全 :明治元年 (1868年)改元と同時に姓を西村から永架へと改める。



∫°上行つてきました やつてみました デ・Ъ

初夏の暑さにさわやかな風が香る中、西尾市にある葵製茶に18人の参加者で

訪れました。

この日案内をしていただいたのは中根伊志恵さん。軽‖央な語り回と親しみや

すい振る舞いで私たちの心をあっという間に掴んでしまいました。抹茶はお稽

古やお茶会でいただくことも多いですが、製造工程については知らないことば

かりで非常に勉強になるお話を聞かせていただきました。

葵製茶の中根さん (右 )

瓢 ・絲 弱 畔
‐

漂 羅 襴 罫 蠣 揺 電

れており、これは京都の抹茶と同じ栽培方法とのこと。茶票に日

光が当たると、茶菓に含まれるうま味成分のテアニンが苦みのも

とになるタンニンに変わつてしまうため、抹茶の甘みを残し、雑

味が入らないように覆いを被せるそうです。

栽培方法は似通つていても、土壌や天候が異なれば味も変わり

ます。京都の抹茶に比べて西尾の抹茶はよい意味での甘苦味があ

るのだそうです。この特徴ある西尾の抹茶を好む方も多く、産地

による個‖生が魅力となつています。

次に、収穫した茶菓を挽くための工場を案内いただきました。

茶菓を石展茶にした後、機械で速度管理された石臼で挽いていきま

す。私たちも体験しましたが、一定のスピードを保ち続けながら

重い石臼を回していくのは大変だと実感しました。

葵製茶では 1分間に 55回転程で挽いており、茶道用の抹茶は 1
時間に 60gが限界とのこと。それ以上のスピードで石臼を回すと
石臼が熱を持ち、その熱が抹茶に伝わることで、変色と劣化を引

き起こしてしまうからです。また、機械化されていますが、工場

には目立て師と呼ばれる専門家がいて、石臼が目詰まりして高温

になつていないかをチェックしているそうです。

石臼の材質や大きさには畜積された経験の裏付けがあり、挽く

粗さの調整や石臼の温度チェックなど繊細な感覚が活かされてい

ました。そうした試イ子錯誤や技術によっておいしい抹茶を生産し

ているのだと感じました。

「宮の縁」で

点てたお薄抹

茶 と特製パ フ

エ

覆下栽培されている茶畑(奥 )

石自体験の様子

工場の石臼(右 )
石臼は岡崎産の

御影石

カフェにて一服・・・   抹茶工場見学の後、販売店 2階のカフェにて
新茶やお薄抹茶、葵特製パフェを頂きました。

新茶の茶菓は抽出した後に食べてもおいしいそうで、ポン酢と和えたり、

玉ねぎとかき揚げにするのがおすすめとのことです。茶葉を無駄にしないお

茶屋さんならではのレンピだと感じました。

このカフェを始めたのは抹茶を子どもたちに知つてほしいという想いから

だそうです。抹茶が身近なものではなくなりつつある現代において、子ども

たちに抹茶のおいしさを知つてもらうことで次世代に繋げていきたいと中根

さんは仰つていました。

また、本物のおいしい抹茶スイーツを差し上げたいというコンセプ トで、

作り置きはしないそうです。訪れる方への気づかいとお茶に対する真華摯な気

持ちが表れていると感しました。

(上 )

111,日

甲四日
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『七

宝

焼
』

いちえ ねぇ、博士 !

この華やかな焼き物はなあに ?

これは七宝焼というものじやぞ。

金属の表面に色とりどりのガラス質の釉薬を

のせて焼き付けたものなんじゃ。

金属とガラスが使われているからこんなに鮮

やかなのね。

七室とは、仏教の経典にあるフ種類の宝をち

りばめたように美しいものという意味で名付

けられたそうしゃ。

たしかに美しいわよね。

でも、これは外国から伝わつたものなのかし

ら ?今までの焼き物とはちょつと違う雰囲気
】〔よ。

紀元前から古代メソポタミア文明や古代エジ

プ ト文明に似たものを見つけることができる

そうしや。かのツタンカーメンの黄金マスク

にも七宝焼と同じ技術で装飾が施されていた

ことが分かっておる。

え !あのツタンカーメンと同じ技術なんて、

歴史を感じるし神秘的な気がするわ。

そして、ヨーロッノくからシルクロードを通つ

て中国を経て日本に伝わったとされておる。

日本で考え出されたものしやないのね。じゃ

あ、日本での歴史はないのかしら ?

そんなことはないぞ。 7世紀頃につくられた
ものが古墳から出土されておる。しかも、七

宝は寺院や城の建具の一部にもしばしば使わ

れておつたそうな。

どんな風に使われていたか一度見てみたい

わ。

江戸時代には「七宝瑠璃」と呼ばれる七宝焼

が各地の大名の持ち物や住まいを飾るように

なつてきたのだぞ。

だんだん日本の文化に根付いてきたのね。

でも、なぜこの尾張で七宝焼が作られるよう

になつたのかしら。

博 士 尾張藩士の梶常吉がオランダから運ばれてき

た美しい皿に興味を持ち、これらを買い上げ

て研究したからなんじゃ。

誰かに教えてもらわずに、独学なんてすごい

わね !

その後、この日本の七宝は世界に知られるこ

とになつたんじゃ。

え、世界にまで ?すごい !

きつかけは 186フ 年に始まったノくり万国博覧

会への出品しや。愛知県からたくさんの二人

が出品して受賞し、尾張七宝の名を広めたの

だぞ。

世界にも通用するものが作れるなんて、なん

だか誇らしいわ。

でも、この後、日本は戦争の時代よね ?尾張
七宝はどうだったのかしら。

いいところに気がついたな。いちえちゃんが

心配していたように、昭和 15年には贅沢品
を禁止する「七・七禁令」が出てしまつて

な、製造中止になつてしまつたんじゃ。

そうなると、戦争の混乱で七宝焼の歴史が途

絶えてしまつてもおかしくないわよね ?

そうしゃ。ここで、歴史が途絶えてしまうの

が普通じゃ。だがな、1943年に新しく着任
した愛知県知事の吉野信次が七宝焼のことを

気にかけなさつたんじゃ。地域の大事な産業

だからと、今でいう特殊法人を作つて、細々

と七宝焼を作らせた。

◆こうして、七宝焼の歴史がつながつている

のも、吉野さんのおかげなのね。

今、あま市では会社、個人合わせて 10軒が
七宝焼関連の仕事に従事しているそうしや。

困難を経て伝え継がれてきた伝統を絶やすわ

けにはいかないと、みんな頑張つておられる

んじゃ。

いろんな人にもつと七宝焼を知つてもらっ

て、親しんでもらえるといいわね。

博 士

いちご

いちご 博 士

博 士 いちえ

博 士

いちえ

いちご

博 士 いちえ

博 士

いちご

いちご
博 士

博 士

いちえ

博 士

いちえ

いちご

博 士

博 士

いちえ

いちど
｀



「岐阜県支部創立 60周年・青年部創立 40周年記念大会」に参加しました

5月 12日 (日 )に開催された岐阜県支部の記念大会に青年部役員・スタッフの
6名が伺いました。来年 3月 22、 23日 に開催される私たち憂知県の記念茶会に
向け、他県の青年部の方々との交流は貴重な機会となりました。

4
0

嗚

初めて支部・青年部のお茶会に参加させてい

ただき、多くのことを吸収することができま

した。式典・祝賀会では猶有斎宗匠より支

部・青年部の歩みを竹に例えたお話を聞かせ

ていただきました。私もお稽古や行事を通し

て、竹のようにまっすぐ成長できるよう精進

していきたいと思います !(YK.)

鵜飼や長良川など岐卓を連想させるお道具が

多くあり、地元を愛する気持ちが伝わるお茶

会でした。新しくなつた瑞雲院では青年部が

お席を設けられていました。木や畳の青い香

と皆さんの活躍は、青年部らしいとても素敵

なお席でした。 (I.H.)

茶会では岐阜の歴史を感じられるようなお道

具やお菓子が使われており、岐阜という地域

における茶道文化の発展を感じることができ

ました。来年、愛知県青年部も周年茶会をす

るという実感がこみ上げてくるとともに楽し

みにもなりました。 (KiSi)

I滞龍寺にてお家元が献茶をご奉仕される凛と

した空気に初めて角虫れ、私もよリー層精進し

たいと思いました。 (S.O.)

岐阜県の皆さんの心配りや気遣いに癒やさ

れ、私も 25周年記念茶会の時にお客様に楽
しんでいただけるようなおもてなしをしたい

と感しました。 (M.K.)

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

■令和 6年度 青年部会資納入のお願い
青年部の会費の納入期限は毎年 5月 30日です。納入をお忘れの方は大至急お願いいたします。
会費の納入には専用払込用紙をお使いください。 (会費の納入のない方は行事に参加できません)
■住所等変更について

各種お問い合わせ等につきましては、原則お手紙にて承ります。

住所・氏名・電話番号等の変更、都合により退会される場合は、必ず事務局にお知らせください。

お急ざの連絡は、留守番罵話、もしくは FAXをご利用ください。
事務局の業務時間は、 9時～ 17時まで (水曜休)です。後刻、折り返しご連絡いたします。
■ぜひ青年部へど

｀
入会ください

表干家不蕃奄に入門または入門を希望する 18歳以上の方なら、先生を通してどなたでもご入会いただけま
す。入会申込書に記入の上、先生までお申し込みいただき、年会費 3′ 000円 を重[便振込みにてお送りくださ
い。尚、入会申込書と振込用紙は事務局までノヽガキでご請求ください。

■同門会入会のご案内

表千家同門会では皆さんの入会をお待ちしています。入会いただけるのは、表干家不審奄に入門していて、現

在師事している先生の推薦が受けられる方です。お免状は問いません。

入会については、先生を通して同門会本部へお申し込みください。

表千家
「茶の湯 こころと美」 http://wwWtOmotesenkeLJP/
※青年部入会申込書をダウンロードするには

「茶の湯 こころと美」E〉「表千家からのご案内」E〉「とりくみ」E〉「表千家の行事」

E〉「青年部のつどい」E〉「青年部入会申込書 (ご案内リーフレットPDF)」

製茶工場見学の後、西尾市をぶらりと散策しました。至る所にお茶にまつわる見どころがあり、

久しぶりのバスツアーを満喫できました。◎

緞
HP


